
 

株式会社ジェイ エイ シー リクルートメント、代表取締役会長兼社長の田崎ひろみでござ
います。 

2025年通期決算発表後、多くの株主・投資家の皆様より、生成 AIの進展による当社事業
への影響についてご心配をいただきましたので、当社の考え方をご説明させていただきま
す。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

生成 AIによる影響として、２つの観点でご質問をいただきました。 

1 つ目は、AI マッチングの進展により、人材紹介事業が不要になるのではないかという
点、2つ目は、生成 AI の普及によりホワイトカラー人材に対する求人が減少し、人材紹介
市場が縮小するのではないかという点です。 

これらについて、順にご説明させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

まず、１つ目の「AI マッチングの進展により、人材紹介事業が不要になるのではないか」
という点についてです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

AIマッチングを行っていくためには、求人についても、候補者についても一定のデータ量
があることが必要となります。こちらの図は日本の年収別所得者数のグラフですが、この
ように、年収 600万円以下の人口は多く、こうしたボリュームゾーンについては、候補者
も求人数も十分な数のデータがあるものと思われます。 

一方、当社が扱うミドル・ハイクラスになりますと、対象となる人口も限られており、求
人としても 1 ポジションに 1名採用というようなものとなるため、データ量が十分ではな
く、AIマッチングに向く領域ではありません。 

 

 

 

 

 

 

 



 

また、一定の精度で足りる未経験者採用求人、例えば、若手・営業職の一括採用のような
場合には、AI マッチングで大量の候補者をご紹介する手法が適すると思いますが、当社が
扱うミドルクラス・ハイクラス領域では、求人票や職務経歴書には書かれていない要素、
例えば、企業カルチャーやその企業の将来戦略、候補者についても職務経歴書には書かれ
ていなかった実績やお人柄を踏まえて、そのポジションに最適な人材をご紹介することが
求められます。 

特にその企業のことをよく知るコンサルタントが企業顧客と対話をしていると、本来求め
るべき人材は、当初企業側が求人票に記載していた要件とは異なるというケースも多々あ
り、当社のプロフェッショナルコンサルタントのアドバイスで求人票自体も修正しながら
採用活動を行わないと最適な人材が獲得できないということになります。あるいは、エグ
ゼクティブ領域を中心としたコンフィデンシャル案件は、水面下での調整・信頼関係構築
が求められるため、AI によるオープンなマッチングは困難で、そうした領域でも引き続き
プロフェッショナルコンサルタントの介在価値が発揮されます。 

このように当社が手掛ける領域については、AI に代替されることなくプロフェッショナル
コンサルタントの介在価値が残り続ける分野であると考えています。 

 



 

次に、「生成 AIの普及によりホワイトカラー人材に対する求人が減少し、人材紹介市場が
縮小するのではないか」という点についてお話しします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

米国を中心に、生成 AI の普及により、IT企業がコーディング業務等を行うスタッフを中
心にリストラを行ったり、コンサルティング業界や法律事務所などでのデータ整理の業務
の自動化・効率化による採用削減をしたりなどの動きがみられます。 

日本においても、AIの活用により、定型的なデータ収集・分析やヘルプデスク、コールセ
ンター業務の一部などの業務の効率化などは進んでいますが、人口構造の問題から、人手
不足が深刻な状況が続いています。今後、日本においても、生成 AI の進展により米国同
様に業務の自動化・効率化が進み、新卒・若手層の求人が減少する可能性はありますが、
当社が強みとするミドルクラス・ハイクラス領域は、高度な専門性や意思決定を担う職
種・経営層が中心であり、AI による代替は限定的と考えています。むしろ近年は、AI・デ
ジタルを活用した経営・事業戦略を描ける人材への需要が拡大しており、当社の事業環境
には追い風となっています。 

こちらのグラフは、当社の新規求人件数の過去 10年間の推移です。2020年は新型コロナ
の影響で削減していますが、ご覧いただきます通り、新規求人件数の年平均成長率は、コ
ロナ前の 4 年間は 6.8％であったのに対し、コロナ後の 5年間は 17.1％へと急増、さらに
直近 3 年間では 19.5％と増加傾向にあります。生成 AI がどんなに発展しても、その成果
を踏まえて、判断を行い、経営責任をとっていくのは人であり、当社がサポートする人材



領域は最後まで人が担うべきポジションの方々であると考えています 

 

このように、今後、生成 AIが発展したとしても、当社が注力するミドル・ハイクラスおよ
びエグゼクティブ領域は、プロフェッショナルな人材紹介コンサルタントの介在が最後ま
で必要となる領域です。今後も、世界No.1の品質のサービスを提供して、成長を続けてま
いりますので、これからの JAC グループにどうぞご期待ください。 


